
胎児影響の時期特異性については、原爆により胎内被ばくした集団の健康調査で明
らかになりました。
これは、原爆投下時の胎齢と精神発達への影響との関係を調べたグラフです。
原爆被爆時の胎齢が８～15週齢の場合、放射線感受性が高く、子宮内での線量が0.1
グレイから0.2グレイの間にしきい値があるように見えます。これ以上の線量域では、
線量の増加に応じて重度知的障害の発生率が上がっていることが分かります。
しかし16～ 25週齢だった子供たちは、0.5グレイ程被ばくした場合でも重度な知
的障害は見られず、１グレイを超えるような被ばくでは、かなりの頻度で障害が発生
することが分かりました。
つまり、同じ量の被ばくをしても、８～ 15週齢で被ばくした場合と、16～ 25週

齢での被ばくでは、障害の発生率が異なっています。
（関連ページ：上巻P104「確定的影響（組織反応）と時期特異性」）
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